




はじめに

　この冊子は、独立行政法人 国際協力機構 中国国際センター（JICA中国）の平成19年度の事業概要を

まとめたものです。

　JICA中国は、中国地方の自治体、大学、民間企業等、様々な団体の協力を得、各団体の特性を活かし

ながら開発途上国の人材を育てる研修コースを中国５県で実施しています。平成19年度は、アジアやア

フリカなど様々な国から、263名もの行政官や技術者等が、これらの研修コースに参加し、将来、自国の

発展に寄与することが期待されています。

　開発途上国の住民と一体となって協力活動を展開する海外ボランティア事業については、昨年度１年間

で中国地方から103名を派遣し、市民のみなさまの国際協力にかける意気込みを感じました。

　JICA中国は、また、地域のNGOや自治体等との連携事業も積極的に進め、草の根技術協力事業を通じ

て、これらの団体の協力事業をサポートしています。平成19年度は、９団体が、アジア、アフリカ、大

洋州、中米で、JICAとの協力のもと、技術協力を実施し、開発途上の地域や国々の発展への貢献をめざ

しています。

　中国５県の市民を対象とした支援活動も、JICA中国の主要な事業の一つです。開発途上国の実情を知

り、国際協力の必要性を理解していただくため、JICAボランティア経験者や職員などを講師として小

学校、中学校や市民のみなさまのもとに派遣する国際協力出前講座は、昨年度１年間で204件実施し、

19,381名にのぼる市民の方々のご参加をいただきました。

　他にも、中国５県の教師の方々やマスコミ関係者を開発途上国に派遣し、その現状を子どもたちや市民

の方々に、授業や新聞等を通じてお伝えいただく事業にも力を入れています。

　今年は、５月に「第４回アフリカ開発会議（TICAD IV）」が横浜で開催されたのに続き、７月には「北

海道洞爺湖サミット」が開かれます。これらの会議では、アフリカ地域への支援強化、地球温暖化対策な

ど、国と国とのボーダレス化が進む現代において早急な対策が必要なさまざま課題が注目を浴びていま

す。本年10月に、JICAは、これまで実施してきた技術協力事業に加え、無償資金協力事業の一部と円借

款事業の実施を担う援助機関に生まれ変わります。JICA中国は、これからも、中国地方のみなさまと力

を合わせて、効果的・効率的な国際協力事業を実施するように努力する所存です。今後とも地域のみなさ

まのご指導、ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
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　JICA中国は、開発途上国のそれぞれの専門分野で実
務に携わっている技術者、研究者、行政官などを受け入
れて、研修の機会を提供しています。
　平成19年度は、アフリカの教育分野を始め、新たに
アジア向け教育分野の地域別研修コースとして、アジア
地域「ノンフォーマル教育拡充」を実施しました。同
コースは広島大学などと連携して実施しましたが、この
ように、教育に力を入れている広島のリソースを生かし
た研修を、JICA中国では積極的に行っています。また、
イラクやトルコを対象にした電力関係の２コースを新た
に立ち上げるなど、環境に配慮し、効率的なエネルギー
利用を促進する研修にも取り組んでいます。

「東広島市・西条酒まつり」（10月）
子供たちとゲームに興じるJICA研修員

平成18年度「沿岸漁業の統合的な管理
手法」コース継続実施

「廃棄物管理総合技術」、「ガスタービ
ン・蒸気タービン（石炭）火力発電」
コース開始

南東欧「地域産業振興政策」、仏語圏ア
フリカ「教育行政」、中東地域「上水道
維持管理」コース開始

「乾燥地水資源の開発と環境評価Ⅱ」
コース開始

「中等科学教育実技」、インドネシア
「国際収支・国際経済マネジメント能力
強化」コース開始

「持続可能な地域観光振興」、「養殖魚の
健康と安全管理」、中南米地域「生活排
水処理」、南西アジア地域「公害防止行
政」コース開始

カンボジア「地方行政」、イラク「配電
網改善」、南アフリカ共和国「理数科教
員養成者研修」コース開始
研修員、東広島市の「酒まつり」に参加

フィリピン「女性起業家育成支援」、ト
ルコ「発電所エネルギー効率改善」コー
ス開始

中南米地域「治安対策強化セミナー」
コース開始

「食品加工・保全技術」、南部アフリカ
地域「中小企業育成」、サブサハラ・ア
フリカ地域「平和構築としてのガバナン
ス能力強化」コース開始

ケニア「INSET運営管理」、イラク「火
力発電」、アジア地域「ノンフォーマル
教育拡充」コース開始

「地域水産業の持続的発展に寄与する行
政担当者育成」コース開始



サブサハラ・アフリカ地域別研修
「平和構築としてのガバナンス能力強化」

コース

　JICA中国では、サハラ以南アフリカの紛争経験
国の地方行政官らを対象にした平和構築研修を平成
18年度から実施しており、今回で２年目となりま
す。今回は、リベリア、ルワンダ、シエラレオネ、
ウガンダから計12名が参加しました。
　自国で紛争後の復興や開発に携わる４カ国の研修
員は、平成20年１月25日から２月15日まで、広島の
戦後復興プロセスや地域開発事例などを通じ、自国
の地方行政の現状と課題を整理し、有効な復興・開
発計画を策定・遂行するための方策について学びま
した。
　この研修では、コースリーダーの篠田英朗・広島
大学平和科学研究センター准教授の指導の下、コー
スの最初に広島の復興経験などをテーマにディス
カッション、地方行政官としての平和構築の「感
覚」を養いました。ディスカッションでは、最初に
篠田准教授が作成したオリジナル教材で広島の戦後
の歩みを振り返った後、広島の事例を教訓に、「平
和構築には、どんな姿勢や信念が必要か」や「広島
の経験を各国でどう生かすことができるか」などに
ついて活発に話し合いました。
　また、「平和構築の第一歩は地域の安全から」と
いう認識のもと、広島市内の住民組織の取り組み事
例を視察しました。訪れたのは、広島都市圏のベッ
ドタウンとして、市内最大の人口を抱える安佐南
区。人口の増加に伴う自転車盗難など軽犯罪の増加に悩む同区では、平成15年に広島県の「減らそ
う犯罪」のモデル地区に指定されたのをきっかけに、区民の有志が主体となって様々な防犯運動を展
開、その結果、犯罪件数の大幅減少という成果を挙げました。
　12名の研修員は、住民ボランティアによる学区児童の下校同行サービスや保育園の園児向け防犯
教育などを見学、「日本の治安の良さは、住民の地味な取り組みが原点」と強く感銘を受けているよ
うでした。
　実質的な研修期間は、わずか20日あまりでしたが、各研修員は帰国前に、研修の成果をアクショ
ンプランという形でまとめて発表しました。このプランには「広島の復興経験から学ぶもの」という
項目を必ず盛り込むようにしましたが、研修員からは「子どもたちに平和の大切さを伝えるよう平和
教育を広めたい」、「コミュニティーの生活環境を守る啓蒙活動をすぐにでも始めたい」などの意見が
多数出されました。
　本研修コースは、平成20年度まで３ヵ年続きますが、JICA中国では「広島の復興経験」をできる
だけ多くの紛争経験国に伝え、平和構築の意義を理解してもらおうと、今後アフリカ諸国はもちろ
ん、他地域にも同様のコースを拡大、広島ならではの研修を実施していきたいと思っております。

広島市安佐南区の住民代表から
防犯対策の説明を聞く研修員

JICA国際協力専門員から
PCM手法について学ぶ研修員



　青年研修とは、開発途上国の若者を日本に招き、将来
の国づくりを担う人材を育てる事業です。開発途上国の
若者は18日間日本に滞在し、各専門分野の知識・技術
を向上させる研修を受けます。また、本研修は、日本各
地の市民や地方自治体が、地域の特色を活かして国際協
力に参加する機会ともなっており、開発途上国の若者が
帰国した後も、日本の関係者や市民との協力関係が続い
たり、日本の関係者が途上国を訪問するなど、草の根レ
ベルの国際協力にもつながる事業です。 「ベトナム・地方行政」（11月）

老人ホームで歌を披露するベトナムの青年たち

「パキスタン・教育（基礎教育教員養成１）」
受入団体：世界青年徳山友の会

「中華人民共和国・環境行政」
受入団体：とっとり青友会

「マレーシア・情報技術（IT）」
受入団体：島根県地域国際協力連合会

「ベトナム・地方行政」
受入団体：津山と世界を結ぶ会



１　事前の準備とプログラム作成
　中国青年の受入の決定をいただき、とっとり青友会としては大いに喜んだ。私たちは長年、中国青年の受入
や、スタディツアーを組んで訪問するなどの交流を続けている。しかし、今回の分野「環境行政」が私たちに
とっては初めての分野であることと、今年度より今まで交流を中心に行っていた事業が、青年研修と名称を変
え、都内プログラムと地方プログラムに分かれていたものが一貫型になる、受入期間が13日間なるなど、プ
ログラムの位置づけが大きく変化したことがあり、不安を感じながらの受入準備のスタートとなった。
　幸いにも鳥取県は、環境立県を目指す取り組みがたくさん行われており、プログラムのネタには困らなかっ
た。県の環境衛生研究所、鳥取砂丘、乾燥地研究センター、ごみ処理施設、本当にたくさんの研修先がある。
しかし、ただ闇雲にこれらを組み立てても、バイキングで料理を腹いっぱい食べるのと変わらない。満腹感は
あるが満足感は少ない。目的を絞り、来日する青年のニーズに応える内容でなければと考え、何度も準備会を
行った。私たちにとっては、この準備会が重要な研修場所であり、機会でもあった。それぞれがテーマを持
ち、事前に調べたことをプレゼンしながら、知識と意欲を共有しあう準備会であった。
２　研修のはじめに
　青年たちの中国での仕事内容や立場は個々異なっており、今回の研修への思いも、目的も様々であった。そ
のようなグループに同じ研修機会を持ってきても、満足の得られる研修とはならないと考え、研修初日に青年
一人一人から目的や要望等を聞く機会をつくった。そこで出された意見をもとに、青年を３つのグループに分
け、模造紙にまとめて発表した。研修の方法や目的を共有しながら、青年たちも自分の思いだけでなく、他の
人の考えにも寄り添うことができた。このグループ分けは、翌日から始まる研修を内容の濃いものへと発展さ
せた。
３　研修のひとこま
　研修では、県の取組み、自治体の取組み、企業の取組み、各
家庭や個人の取組みなどに分けて行った。青年たちが特に興味
を示し、真剣な表情で話を聞いた場面は、ジャスコ鳥取北店で
の研修であった。食品トレーや牛乳パックの回収、エコバック
の使用などの説明に対して質問が多く、担当者の真剣な対応に
青年たちは満足していた。
　説明の後には、買い物や食事の時間もあり、研修と自由時間
を組み合わせた楽しい時間を過ごすことができた。
　リサイクルショップの見学をした際には、新品と思えるよう
な電化製品の山の中から気に入った商品を手に取り、係の人に
質問したり、商品を購入したりしていた。
４　ホームステイを体験して
　今回の研修の目玉の一つに、ホームステイがある。
研修事業であるが、「環境」という視点で日本の家庭
を体験することに意義があった。家庭のゴミの問題を
一緒に考えたり、地域の活動へ参加したり、青年た
ちにとっても貴重な体験となった。歓送会ではホスト
ファミリーと思い出を語り、これからの交流を約束す
る場面もあった。短い期間ではあったが、大きなつな
がりができた。この研修が今後の交流の始まりとなる
ことを確信した歓送会であった。
　最後になりましたが、多くの方々に支えられ、実り
多い研修になったことに感謝申し上げます。

中国青年を受け入れて
とっとり青友会　会長　更田 匡史

交流を深めた家族と一緒に歓送会

ジャスコ視察



　JICA中国では、開発途上国の住民と一体となって行う協力活
動を志望する個人を募集し、海外に派遣しています。海外ボラン
ティアは大きく分けて、青年（20～39歳）を対象とした青年海
外協力隊・日系社会青年ボランティアと、シニア（40～69歳）
を対象としたシニア海外ボランティア・日系社会シニアボラン
ティアがあります。中でも、青年海外協力隊事業は、平成19年
で事業開始後42周年を迎えました。JICA中国は、毎年春と秋の
２回の募集期に合わせて実施される一般募集説明会の他、帰国隊
員の報告会、大学や各種セミナー・イベント等でのボランティア
事業の紹介など、ボランティア事業の理解促進のための様々な活
動を行っています。

「花と緑の地球展」（４月）
地球パズルを眺める少女

４/10～５/25
平成19年度春募集、一般募集説明会実施
（12都市、23回）
４/28～５/２
企画展「花と緑の地球～ずっとこの星で暮
らしたい～」（旧日銀広島支店）

【特別説明会】
東亜大学（５/25）
島根大学（５/30）

６/11～15　 平成19年度１次隊出発前
表敬

７/22　帰国報告会（山口県OB会）

【特別説明会】
広島国際学院大学自動車短期大学部
（７/23）

８/18　教育セミナー中国2008 in 三次
　　　　ブース出展
８/18　国際こどもフォーラム勉強会
　　　　（岡山県ＯＶ会）
８/20　広島県現職参加教員帰国報告会
８/25　地球のステージ島根公演
　　　　（島根県OB会）
８/25　鳥取県国際理解教育研修会

９/18～21　 平成19年度２次隊出発前
表敬

10/ １～11/19
平成19年度秋募集、一般募集説明会実施
（12都市、23回）
10/ ７　 倉敷国際ふれあい広場ブース出展

（岡山県OV会）
10/27～28　 ひろしまフードフェスティ

バル出展（広島県OB会）

【特別説明会】
徳山大学（10/10）

11/ ２～６　地球市民フェスタ in おかや
　　　　　　 まブース出展（岡山県OV会）
11/14　国際交流・協力の日ブース出展、
　　　　  帰国報告会（広島県OB会）

【特別説明会】
鳥取県立米子高等技術専門学校（11/ ６）
鳥取県立農業大学校（11/21）

12/17～21 平成19年度３次隊出発前表敬

１/19　岡山県ボランティア家族連絡会
１/26　鳥取県ボランティア家族連絡会、
　　　　帰国報告会（鳥取県OV会）
１/27　教育セミナー中国2008 in
　　　　廿日市ブース出展

【特別説明会】
川崎医療福祉大学（１/16）
広島大学（１/22）

２/16　広島県ボランティア家族連絡会
２/27　広島県現職教員特別参加制度事
　　　　前研修

３/17～21 平成19年度４次隊出発前表敬
３/20　山口県ボランティア家族連絡会



世界で活躍したボランティアからの
メッセージです！

※JICA中国のHPにも現在活動中のボランティアからの便りをたくさん掲載しています。
　こちらをご覧ください→http://www.jica.go.jp/chugoku/enterprise/volunteer/taiken/index.html

派 遣 国：グアテマラ
派遣期間：平成17年12月～平成19年12月
職　　種：養鶏
出　　身：広島県

派 遣 国：エルサドバドル
派遣期間：平成17年4月～平成19年4月
職　　種：看護師
出　　身：山口県



　草の根技術協力事業は、国際協力の意思をもっている日本の
ＮＧＯ、大学、地方自治体及び公益法人などの団体からの提案
を受け、開発途上国への国際協力活動について、JICAが共同
事業として実施するものです。協力期間は、３年以内（但し、
地域提案型は３年度内）です。団体の規模や種類に応じ、次の
３種類の事業形態があります。
●草の根協力支援型（支援型）
　国内での活動実績はあるものの、開発途上国への支援実績が
少ないＮＧＯなどの小規模な団体向けです。
●草の根パートナー型（パートナー型）
　開発途上国への一定の支援実績を有しているＮＧＯなどの団
体が、これまでの活動を通じて蓄積した経験や技術に基づいて
提案・実施するものです。
●地域提案型（提案型）
　地方自治体からの事業提案により、日本の地域社会が持つノ
ウハウ・経験を活かし、現地での技術指導や開発途上国からの
人材の受け入れを通して、途上国の人々や地域の発展に役立つ
協力活動を支援するものです。 

保健ボランティアの研修：血圧測定
（ホンジュラス・エルパライソ県

母子保健向上支援事業）

●草の根協力支援型案件随時募集

以下、継続案件の実施契約締結
○「中華人民共和国・岡山－上海高齢者介
護教員養成センター」（パートナー型）
○「ザンビア・ルサカ市非計画居住地区結
核対策プロジェクト」（パートナー型）
○「カンボジア・小学校体育科指導書作成
支援プロジェクト」（パートナー型）
○「パラオ共和国・パラオ共和国での学校
検診実施のための技術協力」（支援型）
○「インドネシア・エンレカン県酪農研修
センター運営支援プロジェクト」（支援
型）

●草の根パートナー型第1回募集締切

○「カンボジア・カンボジア元気な学校プ
ロジェクト」（提案型）継続の実施契約
締結
○「中華人民共和国・威海市個別研修環境
保全パートナーシップコース」（提案型）
　継続の実施契約締結

●地域提案型募集開始
○「ホンジュラス・エルパライソ県母子保
健向上支援事業」（パートナー型）
　新規の実施契約締結
○「中華人民共和国・寧夏回族自治区に
おける汚泥総合利用技術の確立」（提案
型）新規の実施契約締結

●草の根パートナー型第２回募集締切
○「中華人民共和国・日中療育技術交流事
業」（提案型）継続の実施契約締結

●地域提案型募集締切

●草の根パートナー型第２回採択内定案件
決定

●草の根パートナー型第１回採択内定案件
決定

●地域提案型採択内定案件決定
●地域提案型第２次募集



　宇部市と友好都市である中国威海市では、

急速な都市化、工業の発展に伴い、大気汚染

や水質汚濁等の環境汚染問題に直面していま

す。そこで、かつて産・官・学・民のパート

ナーシップにより公害問題を克服した経験を

持つ、宇部市の環境保全システム「宇部方式」

や、市内企業が持つ技術を、威海市の環境保

全に携わる行政官、企業の代表者、学識者な

どに伝え、「宇部方式」を定着させることを目

的として、宇部環境国際協力協会と共同で、

上記事業を実施しました。平成17年度からの

３年間で８名の研修員を受け入れ、１名の専

門家を派遣しました。

　研修員は、それぞれ３週間から２ヶ月間の

研修期間で、宇部市、山口大学工学部、市内

企業を中心として、講義や見学により「宇部

方式」や環境保全対策技術を学び、帰国しま

した。中国や威海市の環境保全対策と照らし

合わせた議論が行われ、研修を受け入れた側

にとっても、中国の現状を知る良い機会となりました。研修員は帰国後多くの提案を行い、ま

た、カウンターパートである威海市環境保護局は、環境保全対策を効果的に実施し、市内企業の

管理職員を対象に環境保護法律講座を開き、企業内部の環境保護規則と制度の制定を指導しまし

た。さらに、政府を通じて多くの法規を起草したため、関連部局では業務と責任が規範化され、

平成19年10月には、産・官・学・民で構成される威海市環境科学学会が設立されました。

　中国の国情、威海市の現状・環境管理手法・市民の環境保護意識の中で、宇部市で学んだこと

をどのように取り入れることができるかを、研修員と威海市環境保護局が、宇部市や派遣した専

門家の指導を受けながら総合的に考慮したため、上記の成果を出すことができました。今後は、

威海市の更なる環境改善と、威海市から他の地域へ環境保全対策が広がることを期待していま

す。

地域提案型
「威海市個別研修環境保全パートナーシップコース」

宇部市 環境共生課 　大村 浩誌

宇部市のリサイクルセンター視察

民間企業の取り組みについての講義



視聴覚資材の貸し出し JICA中国施設見学 国際協力出前講座

随時申込受付・実施

　もっと、国際協力を身近に感じて欲しい！
　開発途上国について知って欲しい！
　JICA中国では、これまでの国際協力活動を通して蓄
積してきた開発途上国や国際協力に関する様々な情報や
経験を、学校や地域社会に還元しています。海外で活躍
した青年海外協力隊員による出前講座や海外研修員の学
校訪問など、楽しく参加して、たくさん学べる機会をご
用意しています。皆さん、奮ってお申込み・参加くださ
い。

国際協力出前講座（写真を使って海外での活動
の様子を話しています）

日程 市民参加協力
推進事業 教師海外研修 国際理解教育研修会 研修員の学校訪問 高校生国際協力

体験プログラム
国際協力中学生・高校
生エッセイコンテスト

4月
募　集 募　集

4/25
応募締切

5月
5/9
応募締切

5/11
第１次締切

5/25
東広島市立御薗宇小学校
広島市立三田小学校

5/26－27
第１次派遣前研修

5/26
第１回研修会

6月
6/8
募集開始

6/16－17
第２次派遣前研修

7月

7/5
応募締切

7/6
岡山県立玉野高等学校

7/28－8/11
海外研修

7/13
岡山市立石井小学校

7/13
決定通知

8月 8/16－18
実施

9月

9/3
研修報告書提出締切

9/7
第２次締切

9/12
プログラム後のレポー
ト/エッセイコンテス
トのコピー提出締切

9/12
募集締切

9/14
広島県立広高等学校

9/29－9/30
第１次帰国後研修

9/29－9/30
第２回研修会

10月

11月

12月

1月

1/7
実践報告書提出締切

1/11
第３次締切

1/18
広島市立安西小学校

1/26
第２次帰国後研修

1/26
第３回研修会

1/24
三原市立幸崎中学校

2月

3月 3/9
表彰式（JICA中国）

詳細は、JICA中国HP（http://www.jica.go.jp/chugoku/）をご参照ください。

平成19年度市民参
加協力推進事業
随時実施

募　集

募　集 募　集

募　集

募　集



JICA開発教育支援事業
出前講座事例紹介

青年海外協力隊ＯＶ　柿本 美佐

　広島県福山市立旭丘小学校６年生の生徒の皆さんを対象に、青年海外協力隊ＯＶの柿本美佐さ
んが出前講座を行いました。

　「みんなホンジュラスって、どこにあると思う？」。そんな問い掛けで、柿本さんの出前講座
は始まりました。大学卒業後、広島県庁に就職した柿本さんは、事務仕事に従事していました
が、一大決心して県庁を退職、看護学校へと進み、産科婦人科の看護師に転職しました。「人か
ら直接ありがとう、といわれる仕事をしたい」。そんな思いからだそうです。
　「どうして、その看護師を辞めたのかって？」。どんなに一生懸命に看護しても、病院は死ん
でしまう人がいる職場でした。「悲しくて、泣きたかった。でも『看護師は泣くべきではない』
との職場の雰囲気があって、我慢し続けました。泣かないでいたら、どんどん溜まってしまって
…」と打ち明けました。
　そして、青年海外協力隊に参加することになりました。中米にあるホンジュラスという国で２
年間、高校生にエイズ予防の大切さを訴える仕事をしました。
　柿本さんは、子どもたちに熱く語り掛けます。「仕事とは何でしょうか。食べていくためにも
必要だけど、それだけじゃないと思う。人を支えたり、よりよい社会をつくったりするためにあ
るの。みんなが今している学校の勉強は、自分のためだけでなく、将来仕事をして人の役に立つ
ためでもあるの」
　「ホンジュラスは、日本ほど物やお金があるわけじゃないけど、子どもたちにホンジュラスが
好きかと聞くと、全員が好きと答える」「私の常識は日本のものであり、気候や風土、歴史が異
なるホンジュラスには、その国に根ざした別の常識がある。まずは、それを受け入れよう」「人
にとって大切なことは、どこの国へ行っても同じ。悲しい時はなぐさめてほしいし、日本で好か
れる人は、どこでも好かれる」。体験に基づいた柿本さんの１つ1つの言葉に、子どもたちは目
を輝かせていました。

国際協力出前講座：ホンジュラスでのボランティア体験を語る柿本さん



　私は平成19年７月29日から２週間の日程で、西アフ
リカのガーナへ、中国地方５県12名の先生方と行ってき
ました。折しも、ガーナは建国50周年。赤・緑・黄のア
フリカ色に彩られた数々のデコーレーションと「アクア
バ＝ようこそ　ガーナへ！」のあたたかい言葉に迎えら
れ、緊張気味だった私たちの心も和みました。
　バスを北に走らせると、ブロック塀が続く家並みから
一転、泥で塗り固められた壁と、藁をきのこ型に組んだ
屋根の風景に変わりました。私たちが８月に帰国後、こ
の北部地域は恵みの雨を通り越して大洪水に見舞われた
と聞きました。藁葺きで土塀の家々には、被害が甚大で
あったのではないかと、心を痛めずにはおれません。
　北部滞在中は、教員養成大学、小中一貫校、NGO支
援によるシアバター（シアの実からとれるバターで、化粧品等に使用）工場、寄生虫対策に携わる青年海外協力隊員
の活動現場、未亡人・孤児支援施設等を見学しました。
　中でもギニアワームと呼ばれる寄生虫病に感染した子どもたちの治療の様子は、あまりにも衝撃的でした。泥で汚
れた素足から顔をのぞかせているギニアワーム…。長さは10cmくらいあったでしょうか。体内に成虫が入っても痛
みやかゆみといった自覚症状がなく死に至らないこと、さらに消毒された透明な水よりも、ミルク色の泥水の方が甘
くておいしいと、住民は感じているなど＊１、住民の間には危機意識も低く、予防が進まないのが現状だ、と青年海
外協力隊員の方が嘆いておられました。
　その国の発展のための経済的、人的支援は、私たちが常に考えていかなければならないことです。支援の結果、経
済が成長することで解決する問題もありますが、その反面、その国に根付いている伝統や文化を否定することになら
ないかと、この度の研修から帰って考えるようになりました。
　帰国後、勤務校の小学生にガーナの水事情について話をしました。日本では水道の蛇口をひねればいつでも使える
水だけど、ガーナではとても貴重なものであることに、子どもたちは驚きを隠せなかったようです。私の勤務校の子
どもたちとガーナで出会った子どもたちを対象に意識調査をした結果、次のようなことが分かりました。日本の子ど
もたちにとって大切なものは、ゲーム、パソコン、スポーツ道具など、生活をより豊かに楽しむためのモノ、ガーナ
の子どもたちにとって大切なものとは、食べ物、水、空気、教育など、生活の根幹に関わる必須のアイテムなのです。

　ガーナでは、どこの視察先でも私たちを乗せたバスが
到着すると、たくさんの子どもたちが手をふりながら、
満面の笑みを浮かべて近寄ってきます。“笑顔はもらっ
ているのかな　あげているのかな”　私は、ガーナと日
本で、たくさんの子どもたちの笑顔に出会い、この笑顔
が子どもたちとつながるきっかけとなりました。自分
は、子どもたちに笑顔をもらうばかりで、笑顔を返して
いるのでしょうか…。自分の目の前にいる子どもたちの
笑顔のために、そして世界各地で自分たちの生活を守り
ながら精一杯生きている子どもたちの笑顔のために、私
自身がガーナで見聞きしたことを伝えていきたいと思っ
ています。そして、子どもたちにいつでも笑顔のお返し
ができるよう、心の扉を全開にしておきたいです。

＊１編集追記： これは、日本人が生の魚介類に寄生虫がいると知りながら、美味しいので生で食べるのと同じことだ
と日本人専門家は言っていました。

精一杯生きているガーナの子どもの笑顔

泥の壁と藁の屋根が連なる、ガーナ北部の村

笑顔でつながる
～教師海外研修に参加して～
山口市立大歳小学校　教諭　田中 紀子



　こんにちは。私たちは鳥取商業高校・英語学科の２年生です。
　私たちは平成19年８月、ＪＩＣＡ中国の「高校生国際協力体験プログラム」に参加しました。その中で、私
たちは世界にある貧富の差を改めて知りました。そして日本がアジアの中でとても豊かであることを知り、不平
等な現実を推し進めているのは私たちの住む日本、つまり先進国に責任の一端があることを強く感じました。
　こうしたことをきっかけに、高校生の私たちでも何かできることはないかと考えるようになり、学校に帰って
からも参加したメンバー４人で話し合いました。その結果、私たちの学校の一大イベント「鳥商デパート」とい
う、商業科の生徒が主体となって商品を販売するイベントに参加して、フェアトレードの商品を販売し、そのア
イデアを広めようということになりました。
　まず私たちは、英語科のほかの生徒にも世界の現状を理解してもらうことが大切だと考えました。そこで、
「国際協力体験プログラム」で体験した「世界がもし100人の村だったら」のワークショップを、私たちがファ
シリテーターとなって行いました。初めはみんなが理解してくれるか心配でしたが、たくさんの人が「わかりや
すかった」と言ってくれました。この活動をしてから、フェアトレードに興味・関心を持ってくれる人が出てき
ました。
　そしてその人たちと、鳥商デパートでのフェアトレード商品販売の準備を進めていくことになりました。私た
ちに残された期間は２ヶ月という短いものでしたが、この期間で私たちは販売する商品を選び、その商品の生産
国を調べ、お客様にわかりやすいように地図を作りました。準備の期間はあっという間に過ぎ、いよいよ本番と
なりました。予想以上に商品の売れ行きはよく、フェアトレードに興味を持ってくださる人もたくさんおられま
した。
　私たちは夏から半年間、「高校生国際協力体験プログラム」をきっかけに世界の現状について深く考え、そし
てフェアトレード商品の販売という自分たちに実現可能な活動につなげることができました。私たちの活動は、
世界を変えられるほどの大きな力ではないけれど、この活動を続けていくことで、これからも私たち自身、そし
て周りの人たちも、国際協力についての考えをもっと深められるのではないか、と思っています。

高校生国際協力体験プログラムをきっかけに
鳥取商業高校　英語学科２年

奥根 未奈、檜山 あゆみ、大江 麻未、垣本 綾乃

高校生プログラム

鳥商デパート

開発途上国の事、フェアト
レードの事など、沢山知る
ことができました。自分の
得た知識を人に伝えるの
は、とても難しいことだっ
たけど、さらに自分の知識
が増えました。
 ＜大江麻未＞

「誰かの役に立ちたい」と
いう漠然とした思いを、具
体的に活動する事ができた
と思います。たくさんの人
と触れ合う良いきっかけに
なり、貴重な体験をしまし
た。 ＜奥根未奈＞

高校生プログラムからフェ
アトレード商品を売るまで
の過程で、沢山の人に出会
いました。国際協力が自分
にとって身近になり、活動
につなげていけるように
なったと思います。
 ＜垣本綾乃＞

私たち一人一人自信がつ
き、自分達の成長につな
がったと思います。みんな
が知ることは大きな力とな
り、現状を変え得る、と思
いました。
 ＜檜山あゆみ＞



　大学は、JICAが実施する途上国援助に役
立つリソース（人材、技術・情報、研修施設
等の資源）を豊富に有しています。地球規模
の問題がますます深刻化している現在、国際
協力の対象や課題は、広範且つ多様になって
きています。JICA中国は、各大学の特色・
優位性を活かした連携活動を行っています。

　JICAは、大学との連携強化によって、国
際協力事業の質の向上を図っています。ま
た、地元に広いネットワークと影響力を持つ
大学と連携することによって、地域でのJICA事業の理解と協力をさらに推進することが期待できます。
一方、大学側には、研究フィールドの拡充、国際協力の現場を教育の場として活用するなど、国際化促進
のメリットがあります。

　JICA中国の主な業務は、海外からの研修員の受入と市民参加協力の実施です。後者は、青年海外協力
隊等ボランティアの海外派遣、地域NGOによる海外での草の根技術協力実施の支援、学生等を対象とす
る開発教育（国際理解教育）支援です。下表は、これらの業務での大学連携協力の平成19年度の実績で
す。大学は、国際協力人材の育成拠点としても期待されます。

事業区分 連携内容 連携先大学

研修員の受入 海外研修員の受入 広島大学、県立広島大学、鳥取大学、水産大学校、鳴
門教育大学

青年海外協力隊

派遣隊員の単位認定 広島大学

推薦入学制度の適用 広島大学

特別説明会による募集 広島大学、島根大学、広島国際学院大学、東亜大学、
徳山大学、鳥取県立農業大学校、川崎医療福祉大学

開発教育支援

出前講座の実施
山口大学、鳥取大学、川崎医療福祉大学、山口県立大
学、鳥取大学、広島女学院大学、岡山大学、広島国際
学院大学、鳥取短期大学

市民講座、講演の実施 近畿大学

JICA中国での異文化体験教室 広島大学、筑波大学

連携講座 「国際協力論」授業への講師派遣 山口大学

包括連携協力 協定書・覚書に基づく協力（特別
料金による宿泊施設の使用を含む） 広島大学、山口大学

その他 国際就職セミナーへの講師派遣 広島大学

JICA・JBIC連携協議（山口大学）
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　　　　福山暁の星女子高等学校 ２年　有馬　江見梨 「これなぁに？」

　　　　鳥取県立米子西高等学校　　　　２年　油村　友香 「ノーブレス・オブリージュの精神」
　　　　広島女学院高等学校　　　　　　２年　黒山　さくら 「今ここでできること」
　　　　岡山県立岡山南高等学校　　　　２年　中原　理恵 「私のランドセルが海外へ」
　　　　広島工業大学附属広島高等学校　２年　坂本　彩夏 「一人の笑顔で広がる世界」 

　　　　盈進学園盈進高等学校　　　　　２年　河村　早紀 「物があるなら幸せなのか」



　　　　広島学院中学校 １年　桑田　健壮 「ぼくにできるボランティア」
　　　　

　　　　岡山市立西大寺中学校 １年　青江　眞実 「ランドセルは海をこえて」
　　　　防府市立桑山中学校 １年　石田　桃子 「Ｙｏｕ＇ｒｅ　ｓｕｒｅ，　ｙｏｕ　ｃａｎ！」
　　　　広島県立広島中学校 ３年　平田　桃子 「問い直す幸せの形」
　　　　呉武田学園武田中学校 １年　三山　まりこ 「私にできる小さな第一歩」
　　　　比治山女子中学校 ３年　房尾　昭江 「世界が幸せになるために」
　　　　岡山市立岡北中学校 ３年　井上　瑞菜 「私にできること」
　　　　瀬戸内市立牛窓中学校 ３年　岡本　薫 「幸福への旅立ち」
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　昭和29年から管轄地域内各県で実施されていた海外移住業務を、昭和39年７月に設置された国際協力事業団

（JICA：Japan International Cooperation Agency）の前身である海外移住事業団広島県事務所が各県海外協会

から継承しました。昭和40年から各県の協力を得て実施されていた青年海外協力隊業務は、国際協力事業団広島

支部が設置された昭和49年８月から扱うこととなり、研修員の受入れ業務は、昭和56年から実施しています。

＜国際協力事業団設立以前＞

昭和29年 1 月　財団法人日本海外協会連合会が東京に設立。

　　　　 3月　 広島県及び鳥取県に海外協会が設立。その後、 4月に岡山県、10月に山口県、11月に島根県と設

立。

昭和37年 6 月　海外技術協力事業団（ＯＴＣＡ）設立。政府の技術協力事業を一元化。　

昭和38年 7 月　海外移住事業団（ＪＥＭＩＳ）設立。財団法人日本海外協力連合会の業務を継承。

昭和39年 7 月　ＪＥＭＩＳ、都道府県に地方事務所開設。

昭和48年10月　 ＪＥＭＩＳ広島支部が設立。広島県、山口県及び島根県を管轄。岡山県及び鳥取県は、神戸支部

が管轄。山口県には更に駐在員事務所を配置。　　

＜国際協力事業団＞

昭和49年 8 月　国際協力事業団（ＪＩＣＡ）設立。ＪＥＭＩＳ広島支部は、ＪＩＣＡ広島支部となる。

昭和53年 9 月　山口駐在員事務所が廃止。

昭和54年 7 月　ＪＩＣＡ広島支部の担当地域に鳥取県及び岡山県が加わり、管轄が中国 5県となる。

昭和55年 4 月　名称変更により広島支部は中国支部となる。

平成 8年10月　中国支部を廃止し、中国国際センターを設立。

平成 9年 1月　 東広島市鏡山の広島中央サイエンスパーク内に、JICAと広島県との共同施設「ひろしま国際プ

ラザ」が完成。

　　　　 2月　中国国際センターを、「ひろしま国際プラザ」に移転。

＜国際協力機構＞

平成15年10月　 ＪＩＣＡは、独立行政法人化して「独立行政法人 国際協力機構」（英文名称は「ＪＩＣＡ」のま

ま）となる。



○ 施設運営・管理
○ 業務管理・調整
○ 国際協力広報
○ 財務会計
○ 環境マネジメント

○ 研修員受入事業
（ 集団研修／国別研修／地域別研修／長期研修
／日系研修／草の根技術協力事業に係る地域
提案型研修）

○ ボランティア派遣事業
（ 青年海外協力隊／シニア海外ボランティア／
日系社会青年ボランティア／日系社会シニア
ボランティア）
○ 開発教育支援事業
○ 草の根技術協力事業
○ 市民参加協力推進事業
○ 青年研修事業
○ 青年海外協力隊OV会支援事業




